
　
　

◆
体
を
動
か
す
の
が
大
好
き

　

西
井
さ
ん
は
幼
い
時
か
ら
体
を
動
か

す
の
が
大
好
き
で
し
た
。
小
学
１
年
生

か
ら
機
械
体
操
ク
ラ
ブ
に
属
し
、
技
が

で
き
た
時
が
う
れ
し
く
て
、
学
校
が
終

わ
る
と
す
ぐ
に
練
習
に
駆
け
つ
け
る
毎

日
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
高
校
２
年
生

の
時
に
怪
我
を
し
て
「
悪
夢
の
よ
う
」

な
時
期
を
過
ご
し
た
、
と
言
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
先
生
の
指
示
で
後
輩
の
指
導

を
す
る
う
ち
に
体
育
教
師
を
目
指
そ
う

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◆
日
本
ラ
ー
ト
協
会
事
務
局
に

　

大
学
時
代
、
ド
イ
ツ
か
ら
ラ
ー
ト
と

い
う
ス
ポ
ー
ツ
を
持
ち
帰
っ
た
先
生
の

模
範
演
技
を
見
た
西
井
さ
ん
は
、
す
ぐ

に
ラ
ー
ト
に
夢
中
に
な
り
、
指
導
を
受

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
機
械
体
操

と
ラ
ー
ト
は
使
う
筋
肉
が
同
じ
で
西
井

さ
ん
は
「
ラ
ー
ト
習
得
に
適
し
て
い
た
」

と
の
こ
と
。
日
本
に
は
ラ
ー
ト
の
大
会

が
な
か
っ
た
の
で
、
い
き
な
り
欧
州
選

手
権
に
出
場
し
ま
し
た
。
卒
業
後
は
、

体
験
の
豊
富
さ
を
か
わ
れ
て
日
本
ラ
ー

ト
協
会
の
事
務
局
に
就
職
し
、
日
本
選

手
権
の
立
ち
上
げ
と
運
営
に
携
わ
り
、

年
間
100
回
も
の
体
験
教
室
で
全
国
を
ま

わ
る
生
活
を
し
て
き
ま
し
た
。
経
費
節

約
の
た
め
に
鉄
製
の
ラ
ー
ト
に
ゴ
ム
を

巻
く
作
業
を
倉
庫
で
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

通
り
か
か
っ
た
大
家
さ
ん
が
ア
ト
リ
エ

を
貸
し
て
く
れ
、「
神
様
に
見
え
ま
し
た
」

と
西
井
さ
ん
。

◆
ラ
ー
ト
と
と
も
に

　

ラ
ー
ト
に
出
会
っ
た
西
井
さ
ん
は
、

「
自
分
の
生
き
て
い
く
道
を
探
せ
て
よ

か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。
先
生
が
ド

イ
ツ
か
ら
持
ち
帰
っ
た
２
台
の
ラ
ー
ト

が
20
年
経
っ
た
今
で
は
200
台
に
な
り
ま

し
た
。
西
井
さ
ん
が
事
務
局
を
務
め
る

日
本
ラ
ー
ト
協
会
の
普
及
活
動
の
賜
物

で
す
。
収
入
が
不
安
定
な
仕
事
な
の
で
、

ス
ポ
ン
サ
ー
の
開
拓
と
会
員
増
強
が
必

要
だ
そ
う
で
す
。
全
国
で
取
り
入
れ
て

く
れ
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
き
た
の
で
、

子
ど
も
た
ち
が
望
む
時
に
練
習
が
で
き

る
よ
う
に
環
境
を
整
え
て
い
き
た
い
、

と
言
う
西
井
さ
ん
は
、
最
後
に
「
健
康

に
気
を
つ
け
て
後
継
者
を
育
て
、
引
き

継
い
で
い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

いきいき
レディ●32

ラートで　
　つながる

西井 英理子さん
（日本ラート協会事務局、

上水新町在住）

小平在住。在勤・在学の女性を訪ねて、
そのいきいきした様子や元気の素を伝えます。

「
手
無
し
娘
」
の
お
と
ぎ
話

　
「
手
無
し
娘
」
の
お
話
、
知
っ
て
い
ま
す

か
。
日
本
は
じ
め
世
界
中
の
あ
ち
こ
ち
に

見
ら
れ
る
「
お
と
ぎ
話
」
で
す
。

　

あ
る
と
こ
ろ
に
、
手
を
切
り
落
と
さ
れ

た
信
心
深
い
娘
が
い
ま
す
。
娘
は
結
婚
し

て
子
ど
も
を
産
み
ま
す
が
、
魔
女
に
だ
ま

さ
れ
家
を
追
わ
れ
、
子
ど
も
を
背
負
っ
て

野
辺
を
さ
ま
よ
い
ま
す
。
飢
え
乾
い
た
娘

は
川
で
水
を
飲
も
う
と
前
か
が
み
に
な
っ

た
ひ
ょ
う
し
に
、
背
な
か
の
子
ど
も
を
川

に
落
と
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ア
ッ
と
思
わ

ず
無
い
手
を
さ
し
出
し
た
瞬
間
、
手
が
生

え
て
い
た
、
と
い
う
お
話
で
す
。

　

手
を
切
ら
れ
た
痛
み
も
、
家
を
追
わ
れ

た
悲
し
み
も
、
飢
え
も
、
乾
き
も
忘
れ
て
、

純
粋
に
ま
っ
す
ぐ
現
実
と
向
き
合
う
と
き
、

現
実
を
変
え
る
力
が
わ
い
て
く
る
。
何
と

な
く
先
行
き
が
見
え
な
い
時
代
だ
け
れ
ど
、

無
い
手
が
生
え
る
よ
う
な
奇
跡
に
出
会
え

る
こ
と
を
楽
し
み
に
、
来
る
波
を
乗
り
越

え
て
い
こ
う
…
と
心
に
き
め
た
お
正
月
で

し
た
。

（
津
田
町　

ま
わ
る
き
）

—
—

本
当
に
そ
う
で
す
ね
。
そ
の
た
め
に

同
じ
思
い
の
大
人
が
連
携
し
、
変
え
て
い

く
こ
と
が
大
事
で
す
ね
。
本
日
は
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

片山かおる
生活保護費の大幅削減に反対する三多摩
アクションや「なくそう！子どもの貧困」
全国ネットワークなどに関わる。

＜お問合せ＞
Tel&Fax：042−316−1511
office@katayamakaoru.net

「なくそう！子どもの貧困」
全国ネットワーク

http://end-childpoverty.jp

ゆずりは
TEL&FAX　042-315-6738
acyuzuriha@gmail.com

※戦前の日本海軍にはラートがあったが、戦争中に鉄の供出で全部溶かされてしまった。
地方で「軍隊時代に体験した」というお年寄りに出会ったという話も出た。ラートは欧
州では人気のあるスポーツのひとつ。身体・精神障がい者に対するスポーツとしても行
われている。ラートは自閉症のお子さんが好んで運動する傾向がある。
日本ラート協会のホームページ　http://www.rhoenrad.jp

「
日
本
ラ
ー
ト
協
会
に
は
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が

い
ま
す
。」と
西
井
さ
ん
。
夫
も
子
ど
も
も
選
手
。

ラートはドイツ語で「輪」。
補助具を使って輪の中に入り、動かします。

（
注
１
） 

ユ
ニ
セ
フ
が
２
０
１
２
年
に
発
表
し
た

『Report Card 10 —
 

先
進
国
の
子
ど
も
の

貧
困
』

（
注
２
） 

社
会
的
弱
者
を
隔
離
排
除
す
る
の
で
は
な

く
、
共
に
助
け
合
っ
て
生
き
て
い
こ
う
と
い

う
考
え
方
。

（
注
３
） 

小
平
市
で
も
現
在
、
中
学
生
を
対
象
と
し
た

勉
強
会（
通
称「
分
か
っ
た
か
い（
会
）
？
」）

が
小
川
公
民
館
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
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小平市男女共同参画推進実行委員は、  市報「こだいら」で募集します。

　講師は産業カウンセラー・キャリアカウン
セラーの小泉久子さん（第 1・2 回）、カラー
コーディネーター・ファッションスタイリス
トの都外川八重さん（第 3 回）。自分の思い
整理して、相手に伝えるコツを学ぶ３回の講
座を中央公民館にて開催しました。
　１・２回は「内面からのアプローチ」。ラ

イフステージの変化に影響を受けやすい
女性の就労状況、多様な働き方、模擬面
接や履歴書の書き方など、基本的な知識
を学ぶだけでなく、自分の短所を長所
に変えるリフレーミングで、自分自身
を客観的に見つめ直しました。

　３回目は「外面からのアプ
ローチ」。色が持つ性質や印
象をわかりやすく学習。さら
に自分のパーソナルカラーを
見つけて、自分を効果的に表
現する方法、他者との調和に
ついて学びました。
　参加者からは「心が楽になった」「将来な
りたい自分と、今、手に届く仕事を冷静に考
えることができた」「ビジネスにおいて相手
が求めるイメージも大切にしたい」「日常生
活にも役立てることができそう」との声が寄
せられました。

ひらく
掲示板
ひらく
掲示板

「女性限定！おしごと応援講座　―自己表現力を磨く―」報告

「小平アクティブプラン21」から
男女共同参画を進めるのは、

私たち市民です。
　「小平アクティブプラン21」には「市民の役割」が書かれています。第2章には「市民の役割としては、一人ひとりが男女共同参画推進の主体であるという意識を持つことが大切です。」とあり、第３章に
は「子どもたちへの良い手本になるよ
うに、家庭における男女共同参画に
努めましょう。」とか、「自分たちに何
ができるかを所属する団体やグルー
プで話し合い、できることを実行し
ましょう。」など、具体的に書かれ
ています。

女性の視点を活かした防災マニ
ュアル

　『避難所運営の手引き
—女性の視点から—』　

　避難所運営に男女共同参画

の重要さ、女性の視点を加え

た画期的な防災マニュアル。

地域での学習会や訓練に役立

ててみてはいかが？

＜お問合せ＞
防災まちづくりの会・東久留米

TEL&FAX：042−421−6295
（代表・金澤）

E-MAIL：j-knzw@nifty.com

※冊子は参画センターでも閲覧、

貸出しています。
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第1回「被災者の今」
講師：伊藤まりさん（福島県浪江町懇談会）

　津浪被害を避けるために着のみ着のままで近くの中
学校に避難してから２年９か月、避難所を転々と移動
して今、横浜に住む伊藤さん、震災で家も仕事も失い、
家族バラバラになった話しに参
加者は言葉を失い、それでも明
日を見つめて今、暮らしておら
れる伊藤さんに励まされた感じ
でした。

第2回「被災地の今」
講師：井出寿一さん（福島県川内村役場復興対策課課長）

　大震災が起きたとき村民の生命を守るために井出さ
んたち＝行政が行う判断や決断の大切さを参加者は再
認識すると同時に、村の外に避難した人の帰村を促す
ために井出さんたちが今、さま
ざまな復興対策を積極的に実施
している話に、被災地に灯る明
るい希望を感じました。

第3回「原発の今」
講師：野村修也さん（中央大学法科大学院教授・弁護士）

　福島原子力発電所の事故処理がどうなっているの
か、よくわからなかった参加者に野村さんは、未だ終
わっていないことを明らかにされ、その背景に、自ら
の責任をあいまいにする日本人
があることを指摘されました。
これには参加者の多くが賛同す
ると同時に、反省させられまし
た。

第4回「小平で今」
講師：佐藤良子さん（立川市大山自治会会長）

　被災地の今を知って何をするべきかを考えたとき頭
に思い浮かぶのは、「人と人のつながりのあるまちづ
くり」です。1999年に会長に就任してから、両隣り
の見守りから始まって地域の人
への「目配り、気配り、心配り」
を大山団地で実践している佐藤
さんの話は、参加者の心を揺さ
ぶりました。

ひらく
掲示板
ひらく
掲示板

女
ひと

と男
ひと

の参画講座

東日本大震災・被災地の今に学ぶ！防災・避難・復興
平成25年12月7日、21日、平成26年1月11日、18日、中央公民館で開催。

男女共同参画の紙芝居
　石川県白山市の男女共同参画室では、市民の意識啓発のための紙芝居

をつくり市民に見せるだけでなく、希望すれば全国どこへでも貸し出し

ています。入門編の「さんかくちゃん」は男女共同参画の基本の「き」

を知らせる作品ですが、家庭編、職場編、地域編、幼児編、子ども編、

夫婦編、熟年編、育休編、ＤＶ防止編と、様々な場や年齢に合わせた、

わかりやすい紙芝居が10作品もあります。楽しみながら勉強できるので評判です。

★市民団体「こだいら参画の会」が紙芝居の出前をしています。連絡先 090−6033−6948

　子どもの頃、坂の上に立つと、実に遠くまで、夏なら青く
光る、冬なら灰色に動く海のところまで見渡すことができま

した。それは視点が変わる気持ちのよさでした。
　坂の下に立つか上に立つか中ほどで振り返るか。いつもと違う見え方は新
鮮です。頭が回転しだして何かを考え決めることができて、その先にきっと
いいことがあります。坂の下のおじさんの店からバナナを買って、坂を登っ
ていって、教会の鐘楼から遠くを見て…好きなように時間を使う。時間は本
来、自分のものです。だから、どのように使うかを決めるのは自分です。

「坂のある町」版画　村田エミコ
撮影場所　ギャラリー Y（鷹の台駅前）

　　　　　　　　　　　　　　　　撮影　長 塚 秀 人
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『
日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
考
え
る
』

川
口　

章
著

〈
有
斐
閣
〉

１
、９
０
０
円
＋
税

上
野
千
鶴
子
著

〈
文
春
新
書
〉

８
０
０
円
＋
税

『「
日
本
国
憲
法
」
な
の
だ
』

赤
塚
不
二
夫
・
永
井
憲
一
著

〈
草
土
文
化
〉

９
０
０
円
＋
税

テ
ィ
ム
・
ブ
チ
ャ
ー
著
ほ
か

角
田
光
代
訳
〈
英
治
出
版
〉　

１
、６
０
０
円
＋
税

ト
ー
マ
ス
・
シ
ー
リ
ー
著

片
岡
夏
実
訳
〈
築
地
書
館
〉　

２
、８
０
０
円
＋
税

『ひらく』の書棚
小平市男女共同参画センター“ひらく”にある本の紹介です。本は借りることができます。

『
わ
た
し
は
女
の
子
だ
か
ら
』

『
ミ
ツ
バ
チ
の
会
議
』

『
女
た
ち
の
サ
バ
イ
バ
ル
作
戦
』

　

日
常
生
活
の
中
で
、
男
女
平
等

の
国
な
の
に
、
ど
う
し
て
女
だ
か
ら
？ 

ど
う
し
て

男
だ
か
ら
？ 

と
思
う
男
女
の
役
割
の
違
い
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。著
者
は
、小
学
校
、中
学
校
、高
校
、

大
学
→
就
職
し
た
職
場
→
結
婚
し
て
出
産
、
子
育

て
。
人
生
の
様
々
な
ス
テ
ー
ジ
で
経
験
す
る
男
女

差
に
触
れ
た
後
、
日
本
に
お
け
る
性
別
役
割
分
業
、

女
性
差
別
を
生
む
日
本
的
雇
用
制
度
を
考
え
、
最

後
に
、
日
本
が
変
わ
る
た
め
に
何
を
す
れ
ば
い
い

か
を
書
い
て
い
ま
す
。「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
や
「
男
女

共
同
参
画
」
を
読
ん
で
学
ぶ
に
は
い
い
本
で
す
が
、

よ
く
知
っ
て
い
る
人
と
一
緒
に
読
む
と
さ
ら
に
理

解
し
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
小
説
風
だ
っ
た
り
、
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
風
だ
っ

た
り
、
７
人
の
作
家
が
描
く
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が

訪
れ
た
町
や
村
で
出
会
っ
た
少
女
た
ち
の
物
語
。

ま
だ
ま
だ
世
界
に
は 

“
女
の
子
（
女
）
だ
か
ら
”

と
差
別
さ
れ
た
り
、
虐
げ
ら
れ
て
い
る
事
実
が
た

く
さ
ん
あ
る
。
実
は
こ
の
「
わ
た
し
は
女
の
子
だ

か
ら
（Because I am

 a Girl

）」
は
、
イ
ギ
リ
ス

に
本
部
を
置
く
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

タ
イ
ト
ル
で
も
あ
る
（
つ
ま
り
こ
の
本
は
そ
の
一

環
と
し
て
出
版
さ
れ
た
）。
自
分
の
力
で
は
ど
う
に

も
な
ら
な
い
偏
見
や
環
境
の
中
で
必
死
に
も
が
く

少
女
た
ち
に
、
私
た
ち
は
何
が
で
き
る
の
だ
ろ
う

か
？ 

一
般
的
な
調
査
・
報
告
書
と
は
異
な
る
反
響

が
、
こ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
止
ま
な

い
。

　

巻
頭
の
マ
ン
ガ
で
は
憲
法
の
大
事
な
ポ
イ
ン
ト

の
平
和
主
義
、
国
民
主
権
、
基
本
的
人
権
を
た
っ

た
16
ペ
ー
ジ
で
表
現
し
、
巻
末
の
資
料
に
は
全
て

の
漢
字
に
ふ
り
が
な
を
つ
け
た
条
文
が
納
め
ら
れ

た
画
期
的
な
入
門
書
。
単
な
る
“
笑
い
”
と
思
っ

て
い
た
赤
塚
氏
の
ギ
ャ
グ
マ
ン
ガ
に
登
場
す
る「
こ

れ
で
い
い
の
だ
」
や
「
ニ
ャ
ロ
メ
！
」
の
セ
リ
フ

に
込
め
ら
れ
た
深
い
意
味
を
知
る
と
と
も
に
、
こ

の
本
の
初
版
が
１
９
８
３
年
に
出
版
さ
れ
た
こ
と

に
驚
か
さ
れ
る
。
再
び
「
日
本
国
憲
法
」
に
関
心

が
高
ま
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
大
人
は
も
ち
ろ
ん
、

子
ど
も
に
も
読
ん
で
も
ら
い
た
い
一
冊
。

　

著
者
は
「
ミ
ツ
バ
チ
」
の
研
究
者
で
、
蜜
蜂
が

分
蜂
群
を
作
っ
て
新
し
い
巣
へ
移
る
時
の
行
動
を

観
察
し
、
そ
こ
に
人
間
顔
負
け
の
法
則
を
見
出
し

た
。
新
し
い
巣
探
し
は
、
一
万
匹
以
上
の
蜜
蜂
の

中
か
ら
選
抜
さ
れ
た
数
百
匹
の
捜
索
蜂
が
行
い
決

定
す
る
。
大
変
な
量
の
実
験
か
ら
得
た
教
訓
が
、

①
意
思
決
定
集
団
は
利
害
が
一
致
し
、
お
互
い
に

　

む
か
し
、フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
た
ち
は
夢
を
見
た
。「
女

性
や
弱
い
者
た
ち
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
社
会
」

を
。
そ
の
た
め
に
は
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
。
そ

う
だ
、
男
社
会
の
中
で
も
モ
ノ
を
言
え
る
だ
け
の

経
済
力
を
身
に
つ
け
れ
ば
、
男
た
ち
も
少
し
は
耳

を
傾
け
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
で
き
た
の
が
「
雇

用
機
会
均
等
法
」。
女
も
男
の
よ
う
に
バ
リ
バ
リ
仕

事
を
し
て
、残
業
も
い
と
わ
ず
、出
張
も
い
と
わ
ず
、

転
勤
だ
っ
て
文
句
は
言
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
男
た

ち
は
そ
れ
を
し
て
い
る
の
だ
か
ら
。
結
局
、
人
間

の
価
値
は
経
済
力
で
は
な
い
と
言
っ
て
い
た
フ
ェ

ミ
ニ
ス
ト
た
ち
が
男
社
会
の
罠
に
ハ
マ
っ
た
せ
い

で
、
女
性
た
ち
は
前
よ
り
も
も
っ
と
苦
境
に
追
い

込
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
反
省
の
も
と
に
上
野
千
鶴
子
氏
が

女
性
た
ち
に
送
る
サ
バ
イ
バ
ル
術
。
で
も
結
局
、

価
値
観
を
解
決
策
に
す
る
の
は
、
か
な
り
ず
る
い

気
が
す
る
。

敬
意
を
抱
く
個
人
で
構
築
す
る
、
②
リ
ー
ダ
ー
が

集
団
の
考
え
に
及
ぼ
す
影
響
を
で
き
る
だ
け
小
さ

く
す
る
、
③
多
様
な
解
答
を
探
る
、
④
集
団
の
知

識
を
議
論
を
通
じ
て
ま
と
め
る
、
⑤
定
足
数
反
応

を
使
っ
て
一
貫
性
、
正
確
性
、
ス
ピ
ー
ド
を
確
保

す
る
、
と
彼
は
唱
え
る
。
実
際
に
所
属
大
学
の
教

授
会
で
応
用
し
、
そ
の
効
果
を
実
感
し
て
い
る
。

専
門
的
で
少
し
難
し
い
内
容
も
あ
る
が
、
蜜
蜂
の

民
主
的
か
つ
合
理
的
な
話
し
合
い
の
法
則
を
発
見

し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
本
で
あ
る
。
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ひらくはココにあります。
男女共同参画センター“ひらく”、公民館（11 館）、図書館（11 館）、地域センター（19 館）、
大学（7か所）、福祉会館、総合体育館、児童館、健康センター、市役所 1F・2F、東部・西部
出張所、郵便局（17か所）、市内各駅（7か所）、ふれあい下水道館

小 川 町
栄 　 町

上水本町

学園東町

美 園 町

御 幸 町
天 神 町

津 田 町

多加楽、手作りクッキーの店歩、商工会館、JA 東京むさし、小平警察署、小平消防署小川出張所、南台病院
ちあきこどもクリニック 佐野商店、たましん小平支店、NMC ギャラリー
ギャラリー青らんぎ、ブレッドファクトリー 510、カフェAir アトリエ・パンセ、cookies KAWAI
ハタエコンサーン、ハーティハーティ
ビューティーサロンサンローズ、百の豆木、梁里館、美容室ヘアーグラシュ、鈴木小児科、本間歯科
ヘアーサロンサンライズ、あかね薬局、床屋のけんちゃん、笹間住宅資材

日本堂文具店、梅の里、アクティブスタジオ、りそな銀行小平支店、たましん一橋学園支店
東京都民銀行小平支店、おだまき工房、きそ歯科クリニック、ふく歯科、寝具センター丸新、美容室　
学園東町接骨院
多摩済生病院、カフェラグラス、珈琲の香、POEM、永田珈琲、ルネこだいら、
小平駅前クリニック、シャンブル、子育てサポートきらら

ケアタウン小平 和菓子の玉川屋 小平消防署

ヴェルデ がすミュージアム

上原薬局、風のシンフォニー、辰砂、公立昭和病院、ねこじたゴリラ堂
しんしゃ

エール

花小金井

Je

小川西町
小川東町

学園西町

鈴 木 町 仲 　 町
大 沼 町

編
集
後
記

されている。
　場所はＪＲ東中野駅西口、新宿に向かって坂を下
りていくと左側にガラス張りの掲示板があるビルの
地下。館内は昔あったような田舎の映画館、といっ
た感じだが、受付にいるのはおばちゃんじゃなくて
若い女性。場所柄お客さんは若い人が多いが、中高
年の姿もちらほら。年代は違うけどなぜかみんな忙
しそうではないところが似ている。予定なんか決め
ないでフラッと入ってみたい映画館だ。時間が余っ
たら１階にある「Space & Cafe ポレポレ坐」でコー
ヒーを一杯もいい。

行って
みました

● 

『
ひ
ら
く
』の
編
集
に
携
わ
り
２
回
目
の
発
行
。
ま
だ
ま
だ
編
集
作

業
に
慣
れ
な
い
中
、
初
め
て
一
人
で
取
材
へ
行
き
、
多
く
の
出
会
い

と
色
々
な
経
験
・
勉
強
を
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。
ま
た
改
め
て
自
分

の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
見
直
す
良
い
機
会
と
な
り
、
家
事

育
児
だ
け
で
は
な
く“
自
分
時
間
”と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
も
頭
に
入
れ

て
生
活
し
た
い
と
思
っ
た
。（
Ａ
）

●
正
社
員
の
場
合
、
時
給
は
ど
う
出
す
の
だ
ろ
う
。
週
５
日
、
７
時

間
労
働
と
し
て
月
に
22
日
働
く
と
す
る
。
時
間
に
す
る
と
154
時
間
。

月
収
が
32
万
円
だ
と
約
２
千
円
。
報
酬
93
億
円
の
長
者
さ
ん
だ
と
約

500
万
円
！
無
意
味
な
計
算
だ
っ
た
。（
Ｓ
）

●
作
家
の
い
し
い
し
ん
じ
さ
ん
が「
人
類
史
上
は
じ
め
て
の
経
済
活

動
は
、
お
そ
ら
く「
贈
与
」だ
っ
た
ろ
う
。
…
よ
そ
の
誰
か
に
、
木
の

実
や
肉
、
魚
貝
を
、
見
返
り
な
ど
求
め
な
い
で
与
え
る
。
そ
の
連
鎖

の
な
か
で
、
ば
ら
ば
ら
だ
っ
た
他
人
が
、
人
間
と
し
て
つ
な
が
れ
て

い
く
。」と
書
い
て
い
ま
す
。（「
た
い
せ
つ
な
糧
」よ
り
）人
間
を
信
じ

て
い
た
い
。（
Ｔ
）

ポレポレ東中野

ポレポレ東中野
◆場所：東京都中野区東中野4−4−1
◆ＨＰ：http://www.ｍｍjp.or.jp
◆電話：03（3371）0088　　　　　         
◆座高調整用座布団貸出　102席
 料　　　金 作品によって変わるので要問合せ
 回　数　券 ５回  6,000円　10回 1,000円
 サービスデー 毎月１日 1,000円

　「事実は小説より奇
なり。」よくできたド
キュメント映画を見て
いるとまさにその思い
を実感する。
　3年 前 の 大 阪 ダ ブ
ル選挙に立候補した

「マック赤坂」を中心
に、なんで選挙に出る
んだか定かではない泡
沫候補たちを追いかけ
た作品「立候補」。監督：藤岡　利充。キャスト：羽柴
誠三秀吉、外山恒一、マック赤坂、橋下徹、安倍晋三。
いかにも現実感いっぱいのキャストなのだが、本編
に入るとさらに嘘も隠しもない候補者たちの実像が
映し出される。
　大阪の雑踏でランニング姿で歌い踊るマック赤
坂、公約を口にすると嘘をつくことになるから『そ
ういうのは嫌なの』とただただ道行く人に「よろし
く」と声をかける高橋候補。男手ひとつで娘を育て
ながら、「世のために」と立候補を続ける中村候補の
前回の得票数は550票だった。そして立候補はした
もののほとんど家にいた岸田候補。みんな立候補さ
えしなければ、その辺にいるただのおじさんたちだ
が、彼らの言動は掛け値なしで面白い。負けるとわ
かっていて、なんで彼らは選挙に出るのか、300万
の供託金と引き換えに、何を手に入れようとしたの
か。まったく？？？だらけの内容だが、まぎれもな
くこれは実際にあったこと、ノンフィクションなら
ではの作品なのだ。
　で、この作品がかかっていたのが、ドキュメント
専門の映画館、「ポレポレ東中野」。2003年にオー
プンした、中野区唯一のミニシアターで、客席一人
あたりのスクリーン面積が日本一広い。ここでしか
見られない貴重なドキュメンタリー作品が毎日上映

大きな掲示板は映画館の目印

地下階段の踊り場
ドキュメント作品のチラシが並ぶ
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発行/小平市次世代育成部青少年男女平等課 
☎ 042-346-9618　FAX 042-346-9200 

企画・編集/男女共同参画推進実行委員会 
広報誌 『ひらく』部会
安食世津子    浦　　綾 北川　紘二
酒井　　愛 笹尾かをる 貞弘雄二郎
佐野　里美 坂岸　真子 谷原　裕子

　言い出した
のは一人の実
行委員。平成
25 年度「ひら
く」の年間計画
を見ていたと

き、不意に今年の1月25日が、
男女共同参画センターが出来て
ちょうど 10年になることに気
がついたのだ。
　平成８年に市民公募で始まっ
た「小平市男女共同参画推進実行
委員会」。それから８年後、福祉
会館の間借り活動から、元気村
に出来た「男女共同参画セン
ター」に拠点を移してから今年で
10 年になる。そう考えると、
委員たちの間に、是非記念イベ
ントを開こうという気持ちがわ
いてきた。早速実行委員会が立
ち上がり、活発な意見が交わさ
れた。

　たくさんの
写真で構成さ
れた「ひらく
10年の歩み」、
トークイベン
ト「一歩踏み
出したいあな
たへ―やりた

いことをカタチにするためのヒ
ント―」、開催の準備、そして、
できるだけ多くの人たちにびっ
くりしてもらうためのすてきな
コーディネイトプラン。楽しい
企画が次々に生まれ、委員たち
は連日センターに集まって作業
に励んだ。
　当日は大勢の人で賑わい、
トークイベント会場には「一歩踏
み出した」先輩たちの話を熱心に
聞く、子連れの若いお母さんた
ちの姿があった。
　「長年活動してきた福祉会館談

話室から移って、はじめは不安
だったけれど、年々認知度も増
してきて、改めて 10 年間、進
み続けていたんだなあと実感し
た。ここで出会えたたくさんの
人たちとのつながりを財産にし
て、これからも積極的に男女共
同参画に関わっていきたい」言い
出しっぺの実行委員はうれしそ
うにほほえんだ。

7号　Ｈ12．10 8号　Ｈ13．3

こんな風に「ひらく」を作っていました

『ひらく』のあゆみ

★ バックナンバーは、男女共同参画センター“ひらく”（小平元気村おがわ東２階）にあります。
 　次世代育成部 青少年男女平等課にお問合せください。

サークルしよう
座談会・自分「らしさ」

の謎を解く！

結婚てなぁに？
女性センター訪問記

　編集にあたり話し合いが多かった
のは、模索するには一番の近道だっ
たからだろう。一歩踏み出して、意
見が違っていても認め合い、捉われ
や決めつけを外していく。お金を掛
けず、誰にでもできることからやっ
てみた。それが挑戦だった。

男女共同参画社会になると、
何が変わるのか？

　センター職員が「やらないと見えて
こない」「連携が必要」と力説していた
平成 13 年。小平市は『ひらく』に 15
人が参画し、間借りの福祉会館一室
で誌面作りに燃えていた。市民や他
市への聞き取り方は万全だったが、
文字の小ささでは叱られた。

近隣 4市の女性センターを
訪問した。

特別イベント ‘ひらく’10 周年記念特別イベント ‘ひらく’10 周年記念 （小平市男女共同参画センター）（小平市男女共同参画センター）

入口のアーチ

平成 16 年 1 月
開設式の様子

「もうひとつの図書館」
ひらくの書棚は充実しています

実行委員が中心になって作った 10 年間のあゆみの展示

トークイベント
子育て中の母親の
参加が多かった




